









Structure of lamina propria Iymphoid foll icles and associated 
epithelium in the gastric mucosa during Helicobacter pylori 




























感染群に分け、 HP(ATCC 43504株)を経口接種した。 14、30と60日目にエーテル麻酔下にで動物を屠殺し、
光頭および電顕的に検索し、また培養による菌量測定も行った。
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その結果、漬嬢非形成動物ではHP感染301-1日に官幽門部粘膜下組織にリンパ議胞の形成を認め、 i貧窮作
製動物では、 i貴療の反対側の幽門部粘膜において14日目に既に粘膜固有層下部にリンパ球浸潤が生じ、 30
日目には岡部位にリンパ漉胞が形成され、 60日目にはリンパ漉胞の用大および粘膜下層へのリンパ球浸潤
を認めた。また、 Updated$ydney Systemによる胃炎の評価においても両群間に有意差を認めた。また、
潰傍形成群では鍍銀染色によって、潰蕩の反対側の胃粘膜表層、肖腺寓、幽門腺内腔さらに潰蕩底に多数
の菌体を確認し、培養による蘭定量においても潰痕非形成動物に比べて有意の増加を認めた。この漬療形
成モデルではIP感染が増強することにより粘膜固有層のリンパ減胞の形成が促進すると考えられた。また、
電顕観察では粘膜固有層に典型的な構造をもっリンパ減胞がみられ、それに接する粘膜上皮にはbrush
cellが存在し、これが上皮内に侵入したりンパ球を包み込んでいる所見を認め、 HPに対する胃粘膜局所免
疫応答が示峻された。
これらの研究成果は潰虜形成がHP感染を増強し、リンパ漉胞の形成を促進するとともにさらに附持続感
染による胃粘膜局所免疫応答のー端を形態的に明らかにしているものである。よって著者は博士(医学)
の学位を綬与するに値するものと認められた。
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